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この通信は、北部市街地の交通対策の検討につ
いて、地域の皆さまにお知らせするものです。 第２号

北部
市街地

3 月 22 日（木）に川越市民会館にて、第２回「北部市街地自治会交通対策
連絡協議会」を開催しました。
今回は、４つの先行施策のうち、検討が進んだものについて川越市から報
告を受け、送迎バス事業者や大宮国道事務所への依頼書、要望書を提出する
ことを決めました。

第２回「北部市街地自治会交通対策連絡

協議会」を開催しました。

※「まちなか交通通信」は市のホームページでも見ることができます。

先行して実施を検討する対策
（第１回連絡協議会で検討）

具体的な取り組み
（第２回連絡協議会での検討事項）

①通過交通の迂回を促す案内標識の
整備

１　警察による「一番街周辺の交通
情報の提供協力」について

②大型車両の迂回誘導および通行の
あり方の検討

２　送迎バスの迂回誘導に向けた調
査および依頼文書の提出

③送迎バス等のルートの見直し
④信号機の改善の検討 ・・・引き続き検討していきます

３　その他、小仙波東交差点の改良
要望など

警察による「一番街周辺の交通情報の提供協力」について１

川越市内の「山田地内（国道 254 号の上り車線）１ヶ所」「仙波地内（国道 16 号
　内外回り線）２ヶ所」の計３ヶ所の交通情報板に「一番街」周辺の交通混雑時、
交通情報を提供いただけることになりました。



送迎バスの迂回誘導に向けた調査の実施２

３

一番街及び川越街道を通る送迎バスについて、送迎バスの運行ルートや停留所、
迂回の可能性について調査するため、このうち運行台数が多い主要な事業者につい
ては、川越市が直接訪問・聞き取り調査を行い、その他の事業者に対しては郵送に
て調査を行いました。また、連絡協議会と川越市の連名にて、各事業者に迂回に関
する依頼の文書を送ることを決めました。

調査日 路線バス 送迎バス 観光バス
10 月 2 日（日） 515 117 96
10 月 6 日（木） 603 235 98

計 1,118 352 194

◆一番街及び川越街道を通るバスの台数調査の結果

（３）「中央通り沿道土地区画整理事業」、「県道川越北環状線の整備事業」の進捗

その他、小仙波東交差点の改良要望など

平成 27 年の完成を目指し、整備を進めています。

（１）小仙波東交差点の改良要望

国道 16 号と日高線の交差点の改良については、この度、連絡協議会からも国（大
宮国道事務所）に要望書を出すことが決まりました。

導入により期待される主な効果
＊自動車からの転換による交通量の削減
＊回遊性の向上による地域活性化　など

コミュニティサイクルとは？
まちなかにいくつかの自転

車ポートを設置し、利用者が
自転車を自由にどこでも貸出・
返却できるシステムです。

（２）コミュニティサイクルの社会実験について

コミュニティサイクルの社会実験に
取り組む予定。実験の範囲は北部市街
地を中心に駅の方までと考えています。

北部市街地自治会交通対策連絡協議会事務局
川越市 都市計画部 都市交通政策課
〒 350-8601　川越市元町 1-3-1　電話：049-224-5519（直通）　FAX：049-225-2895

お問い合わせ先
第 3回の連絡協議会は５月中旬を
予定しております。傍聴ご希望の
方はお問い合わせください。

（４）脇田新町交差点の改善要望

北環状線がつながる脇田新町交差点の改善要望を市から川越県道整備事務所に出
しています。


